
一年の労をねぎらい更なる飛躍を合同忘年会に参加
同
会
に
は
、
所
員
を
含
め
５
１
名
が
参
加
。
会

衛
隊
協
力
会
合
同
忘
年
会
に
参
加
し
た
。

相
模
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
、
相
模
原
地
域
自

長
挨
拶
、
来
賓
紹
介
等
に
続
き
、
自
衛
隊
募
集
相

談
員
副
会
長
（
守
屋
隼
人
氏
）
の
乾
杯
の
音
頭
で

か
、
相
談
員
、
各
協
力
団
体
、
所
員
が
一
年
を
振

り
返
り
、
互
い
に
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
ま
た
、
相

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

相
模
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
募
集
相

談
員
、
各
協
力
者
等
と
の
連
携
を
図
り
、
募
集
広

（
所
長　

大
塚
３
陸
尉
）
は
、
１
２
月
６
日
（
土
）、

歓
談
が
始
ま
っ
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

模
原
市
や
座
間
市
の
関
係
者
と
も
親
睦
を
深
め
る

報
に
邁
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

中学校教頭会の部隊研修

･

中
原
支
部
）
の
教
頭
会
が
参
加
し
た
海
上
自
衛

市
立
中
学
校
１
３
校
（
幸
（
さ
い
わ
い
）
支
部

荒
木
３
陸
佐
）
は
１
２
月
１
１
日
（
木
）、
川
崎

隊
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

之
介
の
意
外
な
接
点
に
教
育
者
と
し
て
の
視
点

か
ら
興
味
を
抱
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
。

川
崎
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
教
職
員
の
自
衛

く
」
と
し
て
い
る
。

隊
理
解
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

れ
る
入
隊
・
入
校
激
励
会
で
、
入
隊
・
入
校
予
定
者

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域
事
務
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
出
張
所
（
所
長

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域
事
務
所
（
所

長　

大
塚
３
陸
尉
）
は
、
３
月
８
日
（
日
）
に
行
わ

総
監
部
が
考
案
し
た
も
の
）
作
り
を
開
始
し
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
、
相
模
原
自
衛
官
募
集
相
談

員
の
提
案
で
昨
年
度
の
入
隊
・
入
校
激
励
会
に
お
い

と
か
ら
今
年
も
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
作
成
に

あ
た
る
広
報
官
は
、「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
思
い
を
込
め
た
」
と
話
す
。

相
模
原
地
域
事
務
所
は
、「
入
隊
・
入
校
予
定
者

を
引
き
締
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

て
初
め
て
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
、
大
好
評
で
あ
っ
た
こ

が
確
実
に
入
隊
・
入
校
を
果
た
す
よ
う
最
後
ま
で
気

に
贈
る
「
組
み
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ
プ
」（
横
須
賀
地
方

入隊・入校予定者に贈る組みひもストラップ

第２術科学校で海軍機関術資料館

「これから更に人材確保が重要」と語る
自衛官相談員会長（大松 行信氏）

入隊・入校予定者に贈る
「組みひもストラップ作り」に

余念のない広報官

自衛隊への関心を振起

で
き
た
。

参
加
が
低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
川
崎
市
の
教

職
員
に
自
衛
隊
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
」
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
。

２
術
科
学
校
で
は
、
海
軍
機
関
術
資
料
館
と
海

し
て
護
衛
艦
や
米
軍
の
空
母
等
を
見
学
し
、
第

川
崎
市
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
へ
の

研
修
は
、
横
須
賀
基
地
港
内
ク
ル
ー
ズ
を
通

上
自
衛
隊
創
設
史
料
館
を
研
修
し
、
海
軍
の
歴

史
や
海
上
自
衛
隊
の
創
設
に
関
す
る
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
特
に
、
芥
川
龍
之
介

が
海
軍
術
科
学
校
で
２
年
間
教
師
と
し
て
英
語

の
教
鞭
を
執
っ
た
逸
話
に
は
、
海
軍
と
芥
川
龍

ま
っ
た
研
修
も
終
了
す
る
頃
に
は
「
も
っ
と
じ

初
め
は
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
い
雰
囲
気
で
始

っ
く
り
研
修
し
た
か
っ
た
」「
学
校
単
位
で
も
ま

た
研
修
で
き
な
い
か
」
等
の
声
も
聞
か
れ
、
関


